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現在、果樹類の生育状況は大きく前進している模様です（平年に比べ 10日前後早い）。生育は今後の気温変化

に影響され大きく変化することがありますのでご注意ください。 

また、4～5月は天候が周期的に変わりますが、気温の低い日には昨年同様に凍霜害の発生が心配されます。 

結実安定と高品質生産のため凍霜害対策に万全を尽しましょう。 

凍霜害発生日前の降雨状態 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1 18時の気温、湿度と翌朝の推定最低気温   表 1 翌朝の最低気温推定用の数 

 

 

                   当日夕方 5～6時の湿球温度から表の数字を減ずれば 

算出できる 

 

 

 

 
表 2 果樹の凍霜害危険温度（３０分間、℃）  

種類 

生育ステージ 

色づいた 

つぼみ 
開花中 

小さい幼

果 

りんご -2.0 -1.5 -1.7 

もも -2.3 -2.3 -1.9 

おうとう -2.2 -2.2 -1.1 

西洋梨 -3.9 -2.2 -1.1 

スモモ -5.0  -2.7 -1.1 

ぶどう -1.1 -0.5 -1.1 

 表 2 果樹の凍霜害危険温度（30分間、℃）                                       図 2 正しい点火時刻 

令和 3年 3月 

ＪＡ中野市営農センター 

凍霜害は防ぐことができます！ 

万全の対策を行なってください！ 

１．凍霜害の発生機構 

凍霜害を受ける場合は、大陸から大きな移動性高気圧に覆

われたときで、夜間よく晴れた風のない日に起こります。

また、移動性高気圧の東進する前には不連続線の通過があ

り雨が降ることが多い傾向から、凍霜害発生日前の降雨の

状況を調べると、右図のようになります。 

すなわち、実際に凍霜害発生１～2 日前に雨がよく降って

いることを示しています。 

２．最低気温の予想 

凍霜害は気温が危険温度（表２）以下になった時に被害が

発生します。危険温度については生育ステージ毎に異なる

ため、表２を参考に危険温度を判断し、あわせて翌朝気温

が下がりそうな時は対策を行えば、凍霜害を予防すること

ができます。 

  天気 

 月 
快晴 晴 薄曇 高曇 本曇 雨 

4月 8 5 5 3 -1 1 

5月 7 5 5 3 2 1 

３．果樹の凍霜害危険温度と燃焼法による正しい点火時期 

果樹凍霜害対策特報 
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4. 凍霜害対策・燃焼方法について 

（１）火力は弱くても火点をできるだけ多くするのが理想的である。火力を強めて火点を少なくすることは温度むらを生じや

すい。 

（２）火点の密度は園の中央部より外周部を密にする。風のある時は、風上側を密にする。霜道にあたっている園では冷

気の流入口に火点を密にする。 

（３）気温が０℃になったら点火し始め、－１℃以下にならないうちに全点火を終えるようにする。 

（４）霜夜は２～３日連続して訪れることが多いので、燃焼資材は前もって十分用意しておく。 
 

【参考準備資材】※各自、凍霜害対策に向けて準備を進めて下さい。 

（１）容器：容量 ２ℓ 程度（金属性のもの）         （２）個数：４０～５０個／10a 

（３）木材チップ又はおが粉：４００ｇ／個 （20kg/10a） （４）灯油：１ℓ ／個（５０ℓ ／10a） 

【手順】 
（１）容器に木材チップ又はおが粉を８～９分目に詰め、灯油を注ぐ。 

（２）バーナーを用いて、迅速に点火する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

（1）消火後、容器内に灯油を含んだチップが残るが、そのまま保管すると自然発火し危険なため、燃え残りは適切に処分

する（できるだけ燃やし切る）。 

（2）使用後、容器は液漏れがないか確認し、液漏れのない容器は次回の燃焼法に備え保管する。 

 

５．防霜ファンの使用方法 

（１） シーズン初めは電源スイッチを入れ、設定温度やファンの作動を確認する。 

（２） サーモスタットの感温部は地上 1.5ｍの所に設置しておくが、直射日光が当たると実際の温度の低いうちに感温し

停止してしまうことがある。感温部は直射日光が当たらないよう設置しておく。 

（３） 生育ステージにより作動設定温度を変える。(表) 危険温度が高くなった時期(開花期)や樹種(ぶどう等)により、

さらに２～３℃高めの＋４～５℃に設定するのが安全である。 

（４） 停止設定温度も生育ステージによって変える。降霜があった朝は温度が十分に上昇する８～９時頃まで作動させる。 

（５） 防霜ファンの効果限界温度は、－３℃である。したがって－３℃になる恐れのあるときは、燃焼法との併用を行う

必要がある。 

（６） 温度設定は次のような設定を基本とする。 

生育段階 始動温度 停止温度 

発芽～展葉期 1℃ 3℃ 

つぼみが風船状にふくらんでから以降、晩霜の危険がなくなる時期まで 3℃ 6℃ 

 

お知らせ…凍霜害予報及び対応策 

凍霜害の恐れがある時は告知放送でお知らせします（午後 10 時まで）。尚、音量を小さくしている方は聞こえる

ように調節してください。また、告知放送は JAで登録した方のみ放送されます。 

JA営農センター・園芸課 TEL23－3933 までお問い合わせ下さい。 

開葯期間中は休日及び夜間でも技術員が開葯所(凍霜害対策本部)に常駐していますのでお問い合わせください。 

共同開葯所(凍霜害対策本部)  ℡22－4400 

点火直後 １２０分後 １８０分後 

開口部１辺１２㎝ 

高さ１８㎝ 


